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3.11fromKANSAI連動企画 
「おもてなしプロジェクト」実施概要 

2012年7月27日(金) 
大阪ボランティア協会 

影浦弘司 

大阪ボランティア協会の紹介・・・ 
 協会は「参加型」で様々な市民活動を応援するＮＰＯです。 

1965年、全国に先駆けて誕生した市民活動総合サポートセンターです。「ボラ
ンティア・ＮＰＯ推進センター」「企業市民活動推進センター」「情報・出版・研究」
の３つの部門を持ち、「市民活動を広め深めていきたい」と願う約２００人のボラ
ンティアスタッフと職員が、ボランティア（グループ）やＮＰＯ、企業の市民活動等
を支援しています。 
東日本大震災における支援活動においても、被災して深い痛みを負った人々
を支えるため、「この困難な状況を見過ごすわけにはいかない」との思いから、
大阪や関西からできる支援活動を積極的に展開しています。 
 

社会福祉法人 大阪ボランティア協会 
553-0006大阪市福島区吉野4-29-20 大阪ＮＰＯプラザ100号 
Tel：06-6465-8391  Fax：06-6465-8393 
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おもてなしＰＪの企画趣旨 

• 関西の各社団体が実施してきた支援の活動を、ひ
とつのネットワークでまとめ、関西に避難されている
被災者の皆さんを「おもてなし」する企画として実施。 

• 各社団体が持っている「文化」「スポーツ」「サービ
ス」など、資産の一部を被災者の皆さんに提供する
ことで、関西の良さをより楽しく知っていただき、関
西での避難生活を少しでも楽しくしていただく一助に。 

• Vol.1では、企画への参加協賛を、３．１１イベント実
施の協賛金に充当させた。 
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Ｖｏｌ．１のスケジュール 
 前史～2010年「関西ＣＳＲメッセ構想」 
 2011年11月ひらかたパーク企画（近畿ろうきんNPOパートナーシップ制度） 

• 2012年1月18日、20日 「企業向け説明会」（上写真） 
• 2月上旬 エントリー、提供メニューの集約 
• 2月10日 「カタログ」データ完成（14日納品、下写真） 
• 2月15日 広報スタート！ 
• 2月29日 避難者みなさんの申込締切 
 この間、チケット配布の調整 

• 3月5日 チケットを発送 
• 3月8日からカタログメニューがスタート 
• 3月10、11日 「３．１１イベント開催」 
• チケット内容によって４月末まで 
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Ｖｏｌ．１の参加企業、団体（３０） 
■大阪アーティスト協会/大阪ガス(株)/大阪交響楽団/大阪フィ

ルハーモニー交響楽団/関西電力(株)/関西フィルハーモニー
管弦楽団/(株)近畿大阪銀行/近畿ろうきん/近畿ろうきんＮＰ
Ｏパートナーシップ制度/国立文楽劇場/産経新聞社/資生堂
販売(株)近畿支社/(財)住友生命社会福祉事業団/住友生命
保険(相)/積水ハウス(株)/積水ハウス梅田オペレーション
(株)/大日本住友製薬(株)/日本生命保険(相)/日本センチュ
リー交響楽団/日本テレマン協会/ＮＥＸＣＯ西日本グループ/
阪急電鉄(株)/阪神総合レジャー(株)/阪神電気鉄道(株)/(株)
毎日新聞社/街づくり支援協会/モーツァルト室内管弦楽団/山
崎製パン(株)/ユニバーサル・スタジオ・ジャパン®/六甲摩耶
鉄道(株) 

 ・・・この中から、３．１１賛助企業、賛助団体に。 
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カタログＶｏｌ．１のメニュー 

• カタログには２０メニューを掲載。 
  内、チケット提供が「１６」 
  ３．１１イベント開催が「４」 

 
• カタログでの募集人数 
 総計「６９０人分」！ 
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情報発信ルート 
• （行政ルート）大阪府下～各自治体の危機管理室 
• （社協ルート）大阪府下～社会福祉協議会 
• （ＮＰＯ支援センタールート） 
  近畿ろうきんＮＰＯパートナーシップ制度 

 
• 街づくり支援協会 
• 関西の「県外避難者を支援する会」 
• 「県外避難者グループ」 
関西県外避難者の会 福島フォーラム、関西Futureコミュニティ、

避難ママのお茶べり会、まるっと西日本、みちのくの会 
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申込人数と送付数 
• 申込代表者数 ９０（世帯）※実際は１００くらい。 
• 人数は、２７９人（平均１世帯から３人） 
• 「のべ８０２人」の申込人数。（第４希望まで書いてもらった） 

 
• １世帯に対して２～３種のチケットを送付 
• ほぼすべてのチケットを提供 
  （未就学児、夜公演など条件より「コンサート」については 
  若干、余り。） 

 
※９０世帯（２７９人）という申込数について 
 これはほぼ３．１１イベントでの避難者交流企画の 
 参加者（２９５人）と同数。 
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申込者の年代 

代表者 ２人目 ３人目 ４人目 年代別合計 

4歳未満 0 4 12 ★ 12 28 

4歳～小学6年生(12歳) 0 ★ 16 ★ 34 11 ★61 

中高生(13歳～18歳) 0 7 4 2 13 

18歳～20代 2 6 4 3 15 

30代 ★32 14 2 4 52 

40代 29 15 4 5 53 

50代 9 8 3 1 21 

60代 10 7 2 2 21 

70代 5 3 1 0 9 

80代 2 2 1 1 6 
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申込者の出身地 

宮城県 
１５人 

福島県 
６０人 茨城県 

７人 
千葉県 
７人 

いわき市 
11 

郡山市 
1４ 

福島市 
９ 

大熊町２ 

白河市 
１ 

伊達市 
３ 

浪江町３ 
双葉町５ 

南相馬市 
６ 

大沼郡 
２ 

田村市 
３ 

富岡町１ 

本宮市 
１ 

青森県２ 

岩手県２ 

神奈川県２ 
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おもてなしＰＪの意義 
• 避難者みなさんの現状（３月当時） 
 関西の生活にも慣れはじめ、「避難者交流会」などに
出かけて情報交換に顔を出すかたも。 

• 「おもてなしＰＪ」の存在 
 そのような中、「おもてなしＰＪ」（＝３．１１イベント）が、
つながりのきっかけに。 

 閉じこもりがちな状況において、外に出て行くきっか
けとしても重要。 

※関西人は「おもてなし」するのもされるのも好き！ 
※企業の支援のありかたとして。 
※コミュニティのありよう～外部の人を受け入れる。 
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